
 平成２８年５月１９日

「第１回熊本地震報告会」次第 

１．日時：平成２８年５月１９日（木）１５：００～１７：００ 

２．場所：香川大学幸町キャンパス オリーブスクエア 多目的ホール 

３．プログラム 

15:00 開会挨拶 香川大学副学長（研究支援・特命担当） 中舎 喜博 

15:10 「平成２８年熊本地震の地震学評価とその影響について」 

四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 地域強靭化研究センター長 金田義行 

15:40 「熊本地震被災地の教育研究継続支援に関する先遣調査」 

四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 地域強靭化研究センター 

特命准教授 磯打千雅子 

16:00 「ため池被害と災害廃棄物処理」 

工学部教授 山中稔 

16:15 「地表地震断層と建物の被害」 

工学部教授 長谷川修一 

16:30 「斜面崩壊と道路の被害」 

工学部准教授 野々村敦子 

16:45 質疑応答 

17:00 閉会 



・先端教育プログラム開発部門 ・地域連携部門

・人材教育部門 ・減災応用研究部門

・減災基礎研究部門

・大学間連携部門
・国際連携部門 

　　　企画調整室

・両センター業務運営､事務調整

・学内組織/学外組織・機関との連絡調整

危機管理先端教育研究センター   地域強靭化研究センター

機構長 機構会議
(研究･評価担当理事) 助言機関

機構運営会議
運営上､必要な事項の審議･調整

香川大学では平成28年４月1日に四国危機

管理教育･研究･地域連携推進機構、を創設

いたしました。機構内には２つのセンター

『危機管理先端教育研究センター』
『地域強靭化研究センター』
を設置し、グローバルに活躍できる、レジ

リエンスサイエンスリーダーの養成並びに

地域強靭化への貢献を目指します。

香川大学では平成28年４月1日に四国危機

管理教育･研究･地域連携推進機構、を創設

いたしました。機構内には２つのセンター

『危機管理先端教育研究センター』
『地域強靭化研究センター』
を設置し、グローバルに活躍できる、レジ

リエンスサイエンスリーダーの養成並びに

地域強靭化への貢献を目指します。

ｵｰﾙﾊｻﾞｰﾄﾞｱﾌﾟﾛｰﾁに基づく
危機管理教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの
開発 と基盤教育の実施

防災士養成 講座
の推進(学部学生･

社会人）

四国防災･危機管理
特別プログラムの推進

(大学院生･社会人）

ﾈｸｽﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの
推進(学部学生)

ﾚｼﾞﾘｴﾝｽｻｲｴﾝｽ等
減災基礎研究

の実施

四国国立５大学連携
による危機管理教育
研究推進と拠点形成

ﾚｼﾞﾘｴﾝｽｴﾝｼﾞ
ﾆｱﾘﾝｸﾞに基づく
教育訓練ｼｽﾃﾑ
の開発

危機管理先端教育研究センター

地域継続首長
会議の運営・推進

香川地域継続検討
協議会の運営・推進

ｾｷｭﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄに
関するｿﾌﾄ開発・

社会への提供

国土強靭化地域
計画等 策定・実践等

の支援

香川大学
文理統合型の

危機管理連携推進体制構築

★平成28年4月1日 創設

香川大学 四国危機管理
教育・研究・地域連携推進機構

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに活躍出来るﾚｼﾞﾘｴﾝｽｻｲｴﾝｽﾘｰﾀﾞｰ養成

ｱｼﾞｱを中心とした危機管理
教育研究国際連携の推進

四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構

社会連携・知財センターとの連携
ﾗｲｾﾝｽ料､使用料､著作権､認定料､受講費､ｻﾎﾟｰﾄ費､共同研究実施による運営経費確保

（DIAｼｽﾃﾑﾗｲｾﾝｽ料、訓練ｼｽﾃﾑ使用料、訓練ｺｰｽ受講料、資格認定料等）

地域強靭化研究センター

災害・危機対応
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ等資格授与
機関設置・運用

四国ﾚｼﾞﾘｴﾝｽｻｲｴﾝｽ
ｺﾝｿｰｼｱﾑ(仮称)の
設置・運営

国際ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ講座
(仮称)開設･運営と
国際連携拠点形成

ﾚｼﾞﾘｴﾝｽｻｲｴﾝｽ等
減災応用研究推進と
研究成果を活用した

地域支援

香川大学 四国危機管理教育・
研究・地域連携推進機構
〒761-0396 香川県高松市林町2217-20
TEL 087-864-2544 ・FAX 0587-864-2549
E-mail：kikikanri@jim.ao.kagawa-u.ac.jp
【幸町キャンパス】
〒760-8521 香川県高松市幸町1-1

研究交流棟3階

機構体制図(平成28年4月1日)

地域強靭化

研究センター

企画

調整室

危機管理先端
教育研究
センター

1
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2016.05.19 第１回熊本地震報告会

IECMS 地域強靭化研究センター

工学部

熊本地震被災地の教育研究継続支援に関する

先遣調査

磯打千雅子

高橋真里

井面仁志

高橋亨輔

2

【先遣調査の概要 １】

�目 的

1. 被災・遠隔避難した熊本大学をはじめとする学生の教育研究

継続支援

2. 熊本大学との連携による香川大学の学生等が実施する災害

ボランティア活動支援

3. 被害調査・減災研究支援

今後香川大学が直面するであろう課題の教訓

※本日の報告の着目点

�調査体制

• 工学部 井面教授，高橋助教

• IECMS 磯打特命准教授，高橋技術補佐員

�調査期間

• ４月25日～４月27日 熊本市内の大学，周辺避難所

3

【先遣調査の概要 ２】

日程日程日程日程 訪問先訪問先訪問先訪問先 内容内容内容内容

4/25 熊本大学 黒髪キャンパス体育館避難所 避難所運営状況

熊本大学 減災型社会システム実践研

究教育センター

教育研究継続支援にかかる

ニーズ

熊本市災害ボランティアセンター 運営状況（学生の活動）

4/26 熊本学園大学 14号館避難所 避難所運営状況

グランメッセ熊本，益城町役場周辺，益

城町総合グラウンド

被害状況視察

4/27 熊本県立大学 アリーナ避難所 避難所運営状況・大学BCP

�訪問先と調査内容

4

【学ぶべきこと】

１. あらためて，最も優先すべきは学生・教職員の安否確認

• 第一報は震度と被害

• 保護者の心情と社会的注目→社会的信用の失墜

• 安“否”確認の“否”の場合の対応

• 大学業務継続に必要な人員配置と安否確認後の情報伝

達

２. 平時から，緊急時の役割分担・指揮命令系統が明確化され，

リソースが準備されるに越したことはないが，緊急時に経験と活動

意思のある者が活動しやすい環境を整えること

• 社会から期待される大学の専門人材とリソースの活用

• 避難所運営で大学存在の意義が問われかねない

３. 広報は丁寧かつ頻繁に，かつ繰り返し（学内，地域，社会）

• 何も発信していないのは何もしていないと同じこと

• Webは一方通行 相互に情報やり取りできるツールが必須

3
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5

【あらためて教訓とすべき事項】

1. 香川地域は被害が比較的少ないとはいえ，被害は受ける．足

元の対応をしながら高知・徳島への支援が可能か？

• 香川大学は，被害が比較的少ないとはいえ，被害は受け

る（自身・地域）．教育研究継続・復旧対応をしながら地域

への支援が可能か．

� 学生・教職員の安全確保，安否確認

� たちまち使用する建物被害状況確認（使用可否）

� 被災した学生・教職員への対応（学内一時避難所）

� 発災直後期の高松市・三木町指定避難所運営

� 休講，イベント（入学・卒業），就職，国家資格手続き

� 対応状況に関する丁寧かつ頻繁な広報

被害が甚大な益城町，阿蘇市と比較した熊本市の状況 6

【あらためて教訓とすべき事項】

２. 社会的公器としての大学の役割と地域との連携

• 学生の就学継続，教職員の雇用継続

• 地域活動の担い手派遣，避難者受け入れ

３. 地域との連携は，最終的には一人ひとりに寄り添うこと

• 専門職との連携

• 物流拠点・キャンパス避難所としての地区防災計画策定

（香川県・高松市役所・三木町役場・大学・地域コミュニ

ティ・事業者）

4
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下小森ため池
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益城町の
仮置き場

7
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西西原村の仮置場
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地表地震断層と建物の被害
2016年熊本地震災害報告, 2016.5.18

長谷川修一・野々村敦子・山中稔
（香川大学工学部） 1

地域を正しく知るのは防災の基本

2

http://mainichi.jp/articles/20160515/ddm/001/040/195000c

地域別地震係数
が0.8‐0.9と小さい

3
http://www.pref.kumamoto.jp/common/UploadFileOutput.ashx?c_id=3&id=152
0&sub_id=1&flid=5&dan_id=1

地震保険基準料率の等地区分（2014年7月改定）

http://www.giroj.or.jp/news/2012/
130326_2.pdf

http://www.jishin.go.jp/main/chous
a/14_yosokuchizu/index.htm

2014年から30年間に震度６弱以上
の揺れに見舞われる確率

高松市は
約６０％

4
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九州中部の活断層
の長期評価

5

９： 別府−万年山断層帯
11： 布田川・日奈久断層帯

１つの活断層の地震発生確率
はゼロに近い

http://www.jishin.go.jp/regional seismicity/rs kyushu-okinawa/
6http://www.jishin.go.jp/main/chousa/13feb_chi_kyushu/kyushu_gaiyo.pdf

7

地表地震断層に沿う地帯で大きな被害

8
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KiK‐net益城観測点の強震波形（防災科学技術研究所）

9

布田川断層帯周辺の地表亀裂分布図
益城町付近（国土地理院地理院地図）

http://maps.gsi.go.jp/#15/32.790738/130.841460/&base=pale&ls=pale%7C__afm2016041
4%7C_20160414kumamoto_jiware&disp=111&lcd=__afm20160414&vs=c1j0l0u0f0&d=vl

①

②

③

④

⑤

10

地表地震断層（右横ずれ）による道路と建物の被害
＠益城町下陳①地点

11

専寿寺（左）木山神社（右）の倒壊
＠益城町木山③地点

12
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津森神社の被害は小さい
＠益城町寺中⑤地点

13

布田川断層

⑤

③

④

国土地理院色別標高図

火砕流台地

14

地割れと建物の倒壊＠益城町木山地区③地点

15

地割れと建物の倒壊＠益城町木山地区③地点

16
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道路の右横ずれ変位（0.5m）＠益城町木山

17

益城町で建物被害が甚大な地域は地すべりによる
緩斜面で、地震によって少しだけ滑動した可能性

③地点

④地点

国土地理院色別標高図 18

益城町役場付近では県道28号よ
り南側の建物被害が甚大

19

益城町役場

20
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車とテントによる避難生活＠益城町総合運動公園

21

益城町総合運動公園周辺の沖積低地における地盤変状
液状化の発生？

益城町町民グランド 益城町町民グランド

益城町総合運動公園体育館
木山川の橋梁と地盤の段差

22

布田川断層帯周辺の地表亀裂分布図
西原村町付近（国土地理院地理院地図）

http://maps.gsi.go.jp/#15/32.790738/130.841460/&base=pale&ls=pale%7C__afm2016041
4%7C_20160414kumamoto_jiware&disp=111&lcd=__afm20160414&vs=c1j0l0u0f0&d=vl

⑦

⑥

⑧

⑨
⑩

23

西原村町大切畑⑨地点

24
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合成開口レーダー
による地殻変動と
地表地震断層

• 地表地震断層
は、阿蘇カル
デラ内まで追
跡される。

http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/H27‐kumamoto‐earthquake‐index.html#3
25

布田川断層帯周辺の地表亀裂分布図
南阿蘇村付近（国土地理院地理院地図）

http://maps.gsi.go.jp/#15/32.790738/130.841460/&base=pale&ls=pale%7C__afm2016041
4%7C_20160414kumamoto_jiware&disp=111&lcd=__afm20160414&vs=c1j0l0u0f0&d=vl

⑪

⑫

⑬
⑭

26

地表地震断層＠南阿蘇村黒川⑪

27

地表地震断層＠南阿蘇村黒川⑫

28
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地表地震断層＠南阿蘇村黒川⑬
29

倒壊したアパートと民家
＠南阿蘇村黒川⑭

30

擁壁の崩壊＠南阿蘇村黒川⑭

31

布田川断層帯周辺の地表亀裂分布図
南阿蘇村付近（国土地理院地理院地図）

http://maps.gsi.go.jp/#15/32.790738/130.841460/&base=pale&ls=pale%7C__afm2016041
4%7C_20160414kumamoto_jiware&disp=111&lcd=__afm20160414&vs=c1j0l0u0f0&d=vl

⑮

32
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旧河道の埋立地が陥没（阿蘇市⑮地点）

33

（京都大学防災研究所山地災害環境分野・千木良研究室HPより）

阿蘇カルデラの出口を作ったのは
布田川断層帯の地震活動

34

阿蘇大橋の落橋現場

35

白川を横断する阿蘇長陽大橋も斜
面崩壊により通行止め

36
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俵山バイパスも通行止め

37

阿蘇市への迂回路となったミルクロード
外輪山の急斜面には補強土盛土と落石防止工

38

2016年熊本地震からの教訓
• 日本では大地震を受けない場所はない

• 震度６強の地震は日本中どこでも覚悟

• 長大活断層帯近傍では震度７が２回あるかも

• 命と財産を守るには、建物の耐震性と地盤の安定性

⇒災害廃棄物の減量化

• 直下型地震への備えは、南海トラフ地震対策に繋がる

• 地震後3週間生き延びる自助が必要

• 震災後への備え：FCP,BCP,DCP,復興計画を

• 避難所、仮設住宅、災害廃棄物仮置き場には遊休地が必要

• 国土強靭化に必要な公共事業は、災害の復旧の主役である建
設業が存続するため不可欠

• 大学：防災危機管理教育、安否確認システム、避難者受け入れ
態勢の整備（人材確保・養成、機材・資材の備蓄と訓練）、迅速
な災害調査体制

39

大地の成り立ちから地域の防災を見直す
ジオパークは究極の防災教育

40
1019
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熊本地震
斜面崩壊と道路の被害

野々村敦子・長谷川修一・山中稔

熊本地震 幹線道路の被害

全面通行止め 155カ所（うち50カ所が緊急道）

緊急道の寸断

 橋の損壊・段差 11カ所

 落石・土砂崩れ・法面崩壊 14カ所

 路面の亀裂や陥没 8カ所

 トンネル損壊 2カ所

5月15日現在も，13カ所で通行止め

毎日新聞 2016年5月16日付

調査スケジュール

• 調査期間：平成28年4月29日（木）～5月1日（日）

• 調査場所：益城町，菊池市，西原村，

南阿蘇村，阿蘇市

リアルタイム道路情報（2016/04/24）

20
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リアルタイム道路情報（2016/05/13）
リアルタイム道路情報（2016/04/24）

A

阿蘇大橋崩落
と斜面崩壊

C
B

斜面崩壊による道
路の寸断，道路陥
没，橋台の沈下

道路陥没と
斜面崩壊

①

②

③

④

地点A 地点① 阿蘇大橋背後斜面の崩壊

崩壊平均幅140m、平均長さ350m、面積4万7900m2

http://kenplatz.nikkeibp.co.jp/atcl/cntnews/15/041500329/042000029/
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黒川に架かるアーチ橋

阿蘇大橋

朝日新聞デジタル

斜面上部滑落崖付近より中腹部
の方が崩壊深度が深い

斜面末端部の段丘
面の沈下

複数の現象が発生していたと推察
 斜面上部で表層崩壊
 斜面中腹部で、上部より深い崩壊
 斜面末端部の段丘のクラック・沈下

2016/04/15
Google earth
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阿蘇大橋橋台付近
・ 橋台背後に崖が形成されている
・ 橋台が道路と接合していない

他

①

②

③

④

地点②
段丘崖の崩落と段丘面のクラック

旧道の寸断と鉄塔脚部段丘崖の崩壊

①

②

④

③

地点③ 段丘面のクラックと
段丘崖の崩壊

①

②

③

④

地点④
長陽大橋橋台付近の崩壊と
橋の沈下
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地点B 大切畑ダム周辺

①

崩壊による
旧道の寸断

崩壊による土砂の直撃を免
れた高架橋

沈下した高架橋

車両の通行は不可であるが斜
面崩壊による道路への直撃は免
れた
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地点C 一時は通行止め

谷埋め部分の道
路が陥没

濁川段丘崖
の崩壊

①

②

Google earth画像

地点C① 付近
地点C①
道路の復旧と土のうによる土止め

地点C② 谷埋め部道路の陥没
復旧工事済み

道路啓開のための復旧用道路と復興に向けた道路
の建設に向けたルールを明確にしておく必要がある
（例えば，緊急輸送道路はより災害に強い工法にするなど）

考察

• 熊本地震による斜面崩壊は，多くの地点で道路の寸断を
引き起こした。

• 滑落崖周辺にはクラックが多数形成されるなど，今後の地
震や大雨で崩壊する危険性が高い箇所がみられた。

• 今後，復旧・復興を計画していく際には，現状での地盤の
安定性および余震や大雨の際の地盤の安定性を配慮する
必要がある。

• 今後の地震で被害を最小限に抑えるためには，斜面崩壊
の危険性がある地域では，可能であれば，トンネルや橋梁
等によって斜面崩壊による道路への直撃を免れることや複
数の迂回路を整備しておくことが不可欠である。
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